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 第 1段階 「言語代数」 ； 記号が全く無
く，計算の全過程が言語で詳しく述べられて
いるもの。 









































































































































左手の指を 6－5＝1 本折り，右手の指を 8
－5＝3本折ります。すると折った両手の指
の数の和 1＋3＝4が答の 10の位の数字，お







た指の数の積は (5－a)(5－b) となります。 
  10(a＋b)+(5－a)(5－b)=(5＋a)(5＋b) 
ですから，この指計算は正しいことがわか
ります。》(p.125) 





























































  ［例］ 7×8 を求めよ。 
  一方の手に 2 本の指（つまり 7－5＝2），
他方の手に 3 本の指（つまり 8－5＝3）を
のばす。曲げられている指は，一方の手に





























で 8 を指で折る。8 は 5 を三つ超える
ので，小指と薬指と中指の 3本が立つ
ね。 












 （太郎）すご～い！ 僕は 7の段が少し苦
手だから，7×7をやってみよう。 
右手・立っている指 2 本 折れている指 3
本，左手・立っている指 2本 折れている
指 3本 











  右手・折れている指 3本，左手・折れて
いる指 4本 















 「指九九の式」＝a×b になるわ。 
 （お父さん）その通り。 
      ×     × 
  「指九九」は昔のフランスの農民の間で
用いられていた計算法ということです。九


























② 5より大きく 10より小さい aと bの数を
掛け合わすのに，両手でそれぞれ a－5本の
指と b－5本の指を伸ばして計算する方法。
（前節の 4-3と 4-4がこれに当たる。） 
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① 5より大きく 10より小さい aと bの数を
掛け合わすとき，次のようになる。 
10[(a－5)＋(b－5)]＋(10－a)(10－b)＝ab 



































































































6×8 の答え 48 を得たのである。 
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